































































































































































































































































































年号 平成15年 平成22年 平成22/15年の伸び率 平成22−15年の増加状況
合計 26,361,500 21,340,310 81.0％ −5,021,190
金属洋食器 1,180,667 1,029,688 87.2％ −150,979
利器工匠具 378,832 493,534 130.3％ 114,702
作業工具 273,071 308,808 113.1％ 35,737
やすり 24,022 0.0％ −24,022
製缶板金 656,627 735,562 112.0％ 78,935
金属器物 3,591,761 2,469,761 68.8％ −1,122,000
金属彫刻 17,482 0.0％ −17,482
電気めっき 140,914 106,216 75.4％ −34,698
金属研磨 274,809 154,426 56.2％ −120,383
農業用機械 279,301 361,394 129.4％ 82,093
金型・部品 1,000,239 617,039 61.7％ −383,200
プラスチック 1,268,120 1,167,493 92.1％ −100,627
鉄鋼 3,618,910 4,019,763 111.1％ 400,853
電気機械器具 5,225,435 4,825,113 92.3％ −400,322
情報通信機械 8,431,310 5,046,307 59.9％ −3,385,003
表２　事業所数の推移
年号 平成15年 平成22年 平成22/15年の伸び率 平成22−15年の増加状況
合計 591 443 75.0％ −148
金属洋食器 82 51 62.2％ −31
利器工匠具 14 13 92.9％ −1
作業工具 12 12 100.0％ 0
やすり 4 0.0％ −4
製缶板金 40 35 87.5％ −5
金属器物 139 110 79.1％ −29
金属彫刻 6 2 33.3％ −4
電気めっき 17 14 82.4％ −3
金属研磨 49 29 59.2％ −20
農業用機械 12 13 108.3％ 1
金型・部品 99 74 74.7％ −25
プラスチック 43 35 81.4％ −8
鉄鋼 27 26 96.3％ −1
電気機械器具 35 23 65.7％ −12
情報通信機械 12 6 50.0％ −6
─　 ─21
表３　従業者数の推移
年号 平成15年 平成22年 平成22/15年の伸び率 平成22−15年の増加状況
合計 10,234 8728 85.3％ −1,506
金属洋食器 900 679 75.4％ −221
利器工匠具 229 373 162.9％ 144
作業工具 199 213 107.0％ 14
やすり 36 0.0％ −36
製缶板金 590 571 96.8％ −19
金属器物 2,253 1,753 77.8％ −500
金属彫刻 30 10 33.3％ −20
電気めっき 156 133 85.3％ −23
金属研磨 450 290 64.4％ −160
農業用機械 173 232 134.1％ 59
金型・部品 897 698 77.8％ −199
プラスチック 793 693 87.4％ −100
鉄鋼 652 849 130.2％ 197
電気機械器具 1,966 1536 78.1％ −430


































































































































































































































































































































































































































































































（26）	 和田充夫（2009）「第１章　地域ブランド・マネジメントの視点」電通 abic	project 編，『地域ブランド・マ
ネジメント』有斐閣　P２
（27）	 小川雅人（2008）「序章　地域商業活性化への視点と本書の構成」福田，毒島，小川『地域商業革新の時代』
創風社　P15-16
（28）	 いわゆる勝手連的な組織が自然に発生する土壌を言う。寄合。
（29）	 ポーターはクラスターを次のように定義し，「クラスターとは，ある特定の分野における，相互に結びつい
た企業群と関連する諸機関からなる地理的に近接したグループであり，これらの企業群と諸機関は，共通
性と補完性によって結ばれている」とする。マイケルE・ポーター（1998）『競争戦略論Ⅱ』竹内弘高訳，
ダイヤモンド社1999（原著は On Competition,	1998）
